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未来を創る君たちへ 

どんな困難な状況に追い込まれても 

希望を見付けることができる人になりましょう。 

そのためには，広く，そして深い情報収集をすることができる力が必要です。 

そして，世の中のためにやるべき価値のあることには 

たとえ不可能に思えても 

歩みを一歩すすめることのできる挑戦心・探究心が必要です。 

 

どんな困難な問題に出会っても  それを 

解決していくことのできる力を持つ人になりましょう。 

そのためには，解決方法を見いだす思考力と， 

それを伝える表現力が必要です。 

そして，なにより，たとえ立場や考えがちがっている人とも，互いを尊重しあい， 

力を合わせて解決していこうとする協働的な態度を身に付けることこそ， 

あなたに大きな力を与えてくれるものであることを忘れないでください。 

 

どんな困難な状況の中でも 

感謝する心と，貢献する心を忘れないでいましょう。 

あなたは あなたにつながるこの地球の未来を創るための 

あなたしかできない大切な責任と使命を与えられて 

この地球に生まれてきたのです。 

 

＜未来を創る人となるために身に付けたい資質・能力＞ 

 

資質・能力 評 価 規 準 

①情報収集力 
問題解決に向けて課題を設定し，課題解決へ向けて必要な情

報を収集することができる。 

②思考力・表現力 
情報を整理・分析し，導き出した自分の考えを工夫して表現

することができる。 

③挑戦心・探究心 
どんな問題にも前向きに粘り強く挑戦・探究しようとする意

欲をもっている。 

④協働的な態度 
自他を尊重し，コミュニケーションを図りながら協力して課

題解決を図ろうとしている。 

⑤感謝・貢献 
自分がまわりに生かされていることを自覚し，家族・地域・

社会に感謝・貢献しようと考えている。 

⑥責任感・使命感 
社会の一員として優れた伝統文化と精神を継承し，よりよい

未来の担い手としての自覚と高い志を持っている。 

総合的な学習の時間ポートフォリオ裏表紙より 
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１ はじめに 

           「挑戦問題を手がかりとして」 

呉市立広南中学校 

校 長 若本 正 

 

困難な問題に直面する時に，人間が思わぬ力を発揮したり，想像以上の成長をみせる場面は，

私たちの学校の行事の中でも見ることができる。 

昨年度の小中合同運動会で，中学生全学年に

よる団体種目「広南ソーラン」では「自分たち

で踊りを教え合い，フォーメーションも自分た

ちで考えて披露する」という挑戦問題を与えた。

実は，踊りは３年生しか習得させていなかった。

しかも，うまいといえる生徒は数人しかいなか

った。踊りをまったく知らない１・２年生に教

え，フォーメーションも自分達で考える。困難

だが，けれども，この種目は３０点という大き

な得点種目だった。 

 この挑戦問題のもと，全学年での体育科での

ダンスの授業がはじまった。自分もきちんと踊

れない中，最初，生徒たちはただ右往左往しな

がら，時間が流れていく。それでも，３年生た

ちは自分たちが教えるしかないという状況の

中で，自主練習をはじめ，インターネットを使

って調べたりしながら，問題解決へ向けて，踊

りのこつをみつけ，自らの技量を高めながら後

輩たちにも教えていく。みるみるうまくなって

いく相手チームの姿をみて，最初，やる気のなかったもう一方のチームも，火がついてがんばり

はじめる。予行演習で負けたチームは，朝練習と放課後練習まで取り組み，本番では，逆転勝利

を収めるなどして，多くの生徒がいままでに感じたことのない達成感に涙をした。 

１年生から９年生がいっしょに取り

組む競技として，「小中一貫長縄跳び」

という競技を挑戦問題として試行した。

予想通り，１年生から９年生が一緒に跳

ぶということにはきわめて困難だった。

何度，練習しても０回が続いた。やがて，

ペアを組んだり，手をつないだり，いろ

いろな試行錯誤がはじまった。 

中学生が小学生をおんぶして跳ぶチ

中Ｐこども新聞（平成２７年７月号より転載） 

小中一貫長縄跳び 
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ームが現れた。それはよい方法に思えた。やがていろいろな工夫と練習の成果でグループによっ

ては十数回跳べるようになっていった。けれども，あるチームは本番前，おんぶをしようとした

小学生が自分で跳びたいといったので，勝つことよりその小学生の意志を尊重するという選択を

し，結果，負けた。力のあるものとないものとどうやって協働するのか，何が最善解なのか，見

ている私たち大人も考えさせられた瞬間だった。 

 私たちは，このような経験から，困難な問題に直面させる中で，生徒の主体性はおのずと引き

出され，その問題解決の過程で，それぞれの生徒の立場で「課題発見・解決学習」が協働的に行

われていくものと考えている。そして，問題解決には 自己の成長とともに協働的な態度が必然

的な要素として自覚できることにも意味があると考えている。 

現学習指導要領解説にも「『自ら課題を見付け』とは，そういう問題と向き合って自分で取り

組むべき課題を見出すことである。この課題は，解決を目指して学習するためのものである。そ

の意味で課題は，生徒が，解決の意欲を高めるとともに，解決への具体的な見通しがもてるもの

であり，そのことが主体的な課題の解決につながっていく。（中学校学習指導要領解説「総合的

な学習の時間編P１４より）」とある。 

 そこで，教科においても，総合的な学習の時間においても，単元を貫く「挑戦問題」の設定を

行うことで，同様のことが期待できるのではないかと私たちは考え，このような仮説を設定する

こととした。 

本校は，「学びの変革」パイロット校として，この仮説のもと，平成２８年度にいろいろな学校

に試行してもらえる「課題発見・解決学習」の単元モデルの開発を目標に取り組んできた。 

教科においては，「挑戦問題」を活用し，「学びがい」をキーワードに単元開発をすすめてきた。

また，総合的な学習の時間においてはイノベーション（新しい価値をつくりだす創造的な活動）

の原体験をキーワードに単元開発をすすめてきた。 

グローバル化・人口減少社会・少子高齢化社会への急速な移行など，閉塞感のある未来を切り

開く新しい価値，イノベーションに寄与できる人材を育成する上で，「学びがい」こそが「生涯

にわたって学びに向かう力」となり，中学生時代に「イノベーションの体験」をすることこそが，

将来，「イノベーションを生み出す原体験」として人生に影響することになると私は考えている。 

昨年度は，パイロット校として「できるだけ他校が追試しやすい」ものを意識して単元の指導

案作成および試行を行った。その成果と課題をもとに，改善したものが，この冊子には載せてあ

る。また，研究発表会を６月に行うことにしたのは，より早い情報発信をすることで，多くの学

校の参考になればと考えたからである。試行してもらいやすいようにワークシートもできるだけ

作成した。これらの資料は本校のＨＰで誰でもダウンロードしてもらえるように準備中である。

また，指導案作成にいたらない段階の取組の一部も，あえて付録という形で添付した。 

まだまだどの単元計画も不十分な点は多々あり，多くの方の追試により，よりよいものに改善

していただければ幸いである。特に，本来，最初に設定すべき本校のめざす資質・能力および態

度やルーブリックについては，先生方と論議を繰り返す中で，年度末にやっと形にすることがで

きたもので，これらの活用と検証は，本校でも，これからの課題となっている。 

最後に，この一年間，広島県教育委員会および呉市教育委員会，その他，関係諸機関からは多

大な研修の機会と御指導・御助言をいただいたことに深謝するとともに，今後のさらなる御指導・

御鞭撻をお願いして，はじめのことばとする。 
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 ＜本校の課題発見・解決学習の考え方＞ 

 

  「課題」と「問題」の定義については，本校では，学習指導要領解説の下記の文脈から次

のように整理している。 

 

「自ら課題を見付け」とは，そういう問題と向き合って自分で取り組むべき

課題を見出すことである。この課題は，解決を目指して学習するためのもので

ある。その意味で課題は，生徒が，解決の意欲を高めるとともに，解決への具

体的な見通しがもてるものであり，そのことが主体的な課題の解決につながっ

ていく。 

（中学校学習指導要領解説「総合的な学習の時間編 P１４より） 

 

 

 

 

 挑戦問題  解決すべき問題と出逢わせるため教師から行う意図的な問題提起 

 課題発見  教師の問題提起を受けて児童・生徒が自ら見出す自分で取組むべき課題 

       または，学習の結果，児童・生徒が自ら見出すさらなる取組むべき課題 

 課題設定  課題解決へむけての見通しを示したもの 

 課題解決  課題解決により問題解決へむけてのすべ（知識・技能など）を得ること 

 問題解決  課題解決で得られたすべと協働的な営みの積み重ねにより挑戦問題の解決 

を図ること 
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＜育てようとする資質・能力＞
がく

平成２８年度 施設一体型小中一貫教育校

「知識・技能を活用し，協働して新しい価値を生み出せる資質・能力の育成」
～「挑戦問題」を手がかりとした課題発見・解決学習の工夫を通して～

○ 深い学びの精神と感謝の気持ち，社会貢献への気概を
もつ児童生徒を育て，地域から信頼される学校

○ 地域文化の拠点として地域の活性化に貢献する学校

繰り返しによる基礎・基本の習得

（具体的操作期）

☆ 基礎・基本を繰り返して効果的な練習

を行い習熟を図る反復期

小学校から中学校へのスムーズな移行

（具体から抽象への移行期）

☆ 基礎・基本を生かして論理的な思考力を

養う活用期

１

９

８

７

６

５

４

３

２

広
南
中
学
校

広
南
小
学
校

〔学びの日常化〕

○ 家庭学習の充実

・実生活に活かす自主勉強

○ 読書活動の充実

・読書習慣，新聞，読み聞かせ

○ 伝統的な言語文化

・百人一首，俳句，古典

〔学習習慣づくり〕 家庭学習のてびき，読書

〔生活習慣づくり〕 主体的な生活リズムづくり

健康３項目（「早ね・早おき」「朝ごはん」「メディアコントロール」）

〔運動習慣づくり〕 校外での運動

〔ＰＴＡ主催行事〕 ふれあい活動，PTA バザー

〔人材バンクの活用〕

○ 学習…各教科学習，茶道，裁縫，箏，書道，木工，読み聞かせ，

放課後学習，昔遊び 等

○ 安全…交通安全推進委員，安全パトロール，合同避難訓練

○ 部活動・体力向上…バレーボール，陸上運動等

〔地域行事への参画〕敬老会，小坪神楽，祭り，広子ども祭

地 域 の 教 育 力 活 用保 護 者 と の 連 携

情
報
発
信

協
力
支
援

〔授業改善〕
「習得→活用→挑戦・探究」

単元モデルの開発と実践

・挑戦問題など学びを深めるため

の単元末評価活動の充実

〔指導方法の工夫〕

○ 視覚支援・ＩＣＴ活用

・フラッシュカード

・電子黒板，PC 教室活用

○ 相互乗り入れ授業

・算数・数学，外国語・英語，

国語，社会，理科，

音楽，体育

○ 授業形態の工夫

・合同授業

・T.T の充実

〔職員研修テーマ〕
○ アクティブラーニング

〔校外へのチャレンジ〕

○ 科学研究・統計グラフ

○ 各種コンクール・検定

・トリプル３（中）

・標準学力調査（小）

〈
後
期
〉

〈
前
期
〉

教
科
担
任
制

学
級
担
任
制
（一
部
Ｔ
Ｔ
）

〈
中
期
〉

一
部
教
科
担
任
制

社会で自立・協働して生きていく基礎づくり

（形成的操作期）

☆ 基礎・基本を応用して個性を探り，個

性の再編成を図る発展期

自立に向かって主体的に生きる

学校教育目標

呉市立広南小学校
〒737-0136

広島県呉市広長浜四丁目 1-26

TEL0823(71)7965 FAX 0823(71)4112

呉市立広南中学校
〒737-0136

広島県呉市広長浜四丁目 1-9

TEL0823(71)7920 FAX 0823(74)3502

【校章】 【校訓】

〔運動・健康の日常化〕

○ 全校運動，部活動

○ 家庭での運動

○ ロング大休憩

○ 食育の充実

○ 健康３項目の徹底

～ 「協働」 ～
○ 広い知識と教養をもつ尊敬される教師

○ 率先垂範と徹底指導により，協働・創造する児童生徒を育成する教師

○ 義務教育９年間を見据え，常に自己研鑽に励む情熱ある教師

目指す教師像

大きな夢と志をもち，社会に貢献する人材を育成する
ミッション

ビジョン

習得した知識・技能を活用した，学びがいのある授業づくり

「広南学園で学んでよかったと思える日本一の学校づくり」

～9年間を見通した「学び」と「ありがとう」の日本一を目指して～

〔生活つくり〕

○ 広南しぐさの徹底

○ いじめ撲滅プロジェクト

・

小
中
一
貫
教
育
呉
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

～ 挑戦 自律 真摯 ～
○ 夢を持ち，夢を語り，志を抱き，その実現に向けて挑戦する児童生徒

○ 時を守り，場を清め，礼を正し，学びを求める児童生徒

○ 自ら課題を見付け，その解決に向けて，常に努力し続ける児童生徒

目指す児童生徒像

・明るく素直
・異学年集団が仲良し
・学習理解の二極化
・個々の自立が確立していない

児童生徒実態

・恵まれた自然環境
・新しい学校づくりに期待
・保護者同士がそれぞれ親密
・教育活動に協力的
・地域にいる豊かな人材

保護者・地域実態

習

得

活

用

探

究

「ありがとう」プロジェクト

「知る→つながる→感謝・貢献」

単元モデルの開発と実践

・ルーブリックの活用

〔総合的な学習の時間〕
・絆プログラム（異学年交流）

・ふるさと学習

・生き方学習

〔教科・特別活動〕

・学園運動会

・学園朝会

・ビブリオトーク

・二分の一成人式

・芸術鑑賞，創作劇，演劇

・地域貢献活動

「せとうち海援隊」 等

〔道徳の時間〕

・郷土愛，感謝 等

〔職員研修テーマ〕
○ 道徳教育

小中９年間を見通した「協働・探究」カリキュラムの開発と実践

挑戦心・探究心 情報収集力

協働的な態度 思考力・表現力

感謝・貢献

責任感・使命感

Ｈ２８ キーワード

未来を創る

Ｈ２８研究主題

夢を

持つ

夢を

語る

志を

抱く
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       広南学園で育てようとする資質・能力    

資質・能力 評 価 規 準 

①情報収集力 問題解決に向けて課題を設定し，課題解決へ向けて必要な情報を収集することができる。 

②思考力・表現力 情報を整理・分析し，導き出した自分の考えを工夫して表現することができる。 

③挑戦心・探究心 どんな問題にも前向きに粘り強く挑戦・探究しようとする意欲をもっている。 

④協働的な態度 自他を尊重し，コミュニケーションを図りながら協力して課題解決を図ろうとしている。 

⑤感謝・貢献 自分がまわりに生かされていることを自覚し，家族・地域・社会に感謝・貢献しようと考えている。 

⑥責任感・使命感 社会の一員として優れた伝統文化と精神を継承し，よりよい未来の担い手としての自覚と高い志を持っている。 

広南学園 資質・能力ルーブリック（基本） 

資質・能力 
評

価 

評価基準 

前期（１～４年） 中期（５～７年） 後期（８～９年） 

①情報収集力 

Ａ 
相手に質問などもすることでより深

く情報を収集することができる。 

取材なども行うことでより深い情報

を収集することができる。 

目的に応じて適切な手段を選択し，より深

い情報を収集することができる。 

Ｂ 
読むことで情報収集する

ことができる。 

情報機器なども活用し，必要な

情報を収集することができる。 

目的に応じて適切な手段を選択し，必要な

情報を収集することができる。 

Ｃ 
聞くことで情報収集する

ことができる。 

本や資料から，情報収集

することができる。 

課題に関する情報収集をす

ることができる。 

②思考力・表現力 

Ａ 
学んでわかったことを，わかり

やすく表現することができる。 

情報を整理して，わかりやすく

まとめ，工夫して表現できる。 

情報を整理・分析し導き出した自分

の考えを工夫して表現できる。 

Ｂ 
学んでわかったことを伝

えることができる。 

情報を整理して，わかったこと

を表現することができる。 

情報を整理・分析し，導き出し

た自分の考えを表現できる。 

Ｃ 
聞いたことをそのまま伝え

ることができる。 

情報を整理し，表現する

ことができる。 

情報を整理し，表現するこ

とができる。 

③挑戦心・探究心 

Ａ 困難でもやる価値のあることには挑戦・探究しようとしている。 

Ｂ 少しがんばればできそうなことには挑戦・探究しようとしている。 

Ｃ 今の自分でもできそうなことには挑戦・探究しようとしている。 

④協働的な態度 

Ａ 立場や考えの異なる人ともつながることで課題を解決しようとしている。 

Ｂ 考えの異なる人とも協力し，助け合うことで課題を解決しようとしている。 

Ｃ 友達と話し合うことで課題を解決しようとしている。 

⑤感謝・貢献 
 

Ａ 家族・地域・社会に感謝・貢献しようとしている。 

Ｂ 家族・地域・社会に感謝・貢献したいと思っている。 

Ｃ 家族・地域・社会に支えられていることを自覚している。 

⑥責任感・使命感 

Ａ 自分の所属する集団の良さを受け継ぎ，よりよくしていこうとしている。 

Ｂ 自分の所属する集団の良さを受け継ぎ，よりよくしていきたいと思っている。 

Ｃ 自分の所属する集団の良さを理解している。 

※ Ａのうち，特に優れている場合はＳとする。Ｃに満たないものはＤとする。 

※ これをもとに実際の授業では，学習対象に応じて児童生徒にわかりやすいものに変えて使用する。特に 

②思考・表現力については，発達段階・学習の対象に応じて，「特徴を見付ける，比較・関連づけ，視点を

定めた分析，因果関係の分析・推測，多角的な分析，相手や目的，意図に応じた論理的な表現」等，より具

体的なものに変えて使用する。 
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創造的な体験（イノベーションを生み出す原体験）  

 

 

 

 

育てようとする資質・能力及び態度 評 価 規 準 

 知識・スキル 
(1) 情報収集力 問題解決に向けて課題を設定し，課題解決へ向けて必要な情報を収集することができる。 

(2) 思考力・表現力 情報を整理・分析し，導き出した自分の考えを工夫して表現することができる。 

意欲・態度 
(3) 挑戦心・探究心 どんな問題にも前向きに粘り強く挑戦・探究しようとする意欲をもっている。 

(4) 協働的な態度 自他を尊重し，コミュニケーションを図りながら協力して課題解決を図ろうとしている。 

価値観・倫理観 
(5) 感謝・貢献 自分がまわりに生かされていることを自覚し，家族・地域・社会に感謝・貢献しようと考えている。 

(6) 責任感・使命感 社会の一員として優れた伝統文化と精神を継承し，よりよい未来の担い手としての自覚と高い志を持っている。 

  

単 元 生 き 方 学 習   ふ る さ と 学 習    

目 標 
 

広く深く視野を広げ，不を覆す高き志を胸に 

 

故里を温め，新しきに挑戦しよう ＜地域との交流＞ 

中

期 

1学年 

（7年生） 

魅力的な生き方さがし 

「運命の本ビブリオトーク」を通して，それぞれの
先人の生き方の魅力を知るとともに，人間の生き方に
ついて広く深く視野を広げ,主体的な自分の生き方を
模索する。 

「落語に挑戦！」 

古典芸能（落語）の習得・活用を通し
て挑戦心と表現力を向上させるととも
に,それを手がかりに，地域の方に楽し
んでもらえる貢献体験を通して，自己効
力感を高める。 

  

後

期 

2学年 

（8年生） 

運命の仕事に出会うために 

 「運命の本ビブリオトーク」を通して起業家や，い
ろいろな職業で活躍する先人の生き方や考え方を知
るとともに，広く深く職業的視野を広げ,主体的な自
分の職業選択へ向けての考え方を模索する。 

広南「起業」 PROJECT 

職場体験と故里を題材にした起業体
験を通して，挑戦心と地域に根差し貢献
するための協働的・創造的な生き方を身
に付ける。 

 

3学年 

（9年生） 

Ⅰ「 FOR THE NEXT STEP 」 

＜高校との連携＞ 

 様々な進路先について広く深く視野を広げること
を通して，よりよい進路選択へむけて自立的態度と支
援的環境づくりを実現する。 

Ⅱ 「自己PR大作戦」 

将来に向けて自分の良さや志を伝える表現力を磨
くことを通して，主体的な自分の生き方について考え
を深める。 

広南「未来貢献」PROJECT 

よりよい未来づくりへ向けて自分た
ちが貢献する方策について提言する創
作劇づくりを通して，社会の担い手とし
ての挑戦心と使命感を高める。 
 

指導方法 学習の評価 指導体制 

 
・教師はファシリテーターとして，生徒の主体性と
協働的な態度を高める支援を見通しを持って行
う。  

・地域ボランティアや地域の人材を有効に活用する。 

 
・生徒の課題や学習計画，挑戦・探究の過程を
振り返るポートフォリオ評価 

・ルーブリックによる自己評価・他者評価 

 
・全教職員が協働し，学年組織を中心に指
導を進める。 

・地域の人材や外部団体と連携し，協働指
導体制を構築していく。 

平成２８年度総合的な学習の時間の全体計画 

研究構想図 
＜学校教育目標＞ 

自立に向かって主体的に生きる 
～大きな夢と志をもち，社会に貢献する人材を育成する～ 

生徒の実態 
○ 小規模校であり，素直で学習
や特別活動などに意欲的に取り
組んでいる生徒が多くいる，礼
節を大切にしようとする校風も
育ってきた。 

● 読書の習慣や思考力，主体的
に行動する態度が課題である。
学力に課題のある生徒も少なく
ない。 

保護者・地域の実態 
・ 厳しい家庭環境にある生徒

が増加している。一方で，
学校に協力的な人材は多
い。 

・ 過疎化が進み，少子・高齢
化が急激に進んでいる。 

・ 海と山の豊かな自然環境に
囲まれている。 

本校の総合的な学習の時間の目標 
 

生き方について広く深く視野を広げるとともに，故里を知り，つながり，貢献する生き方と方策を協働
的・創造的に探究する活動を通して，課題解決の能力や資質を育成し，学び方や，ものの考え方を身に付け，
主体的な自分の生き方を考えることができるようにする。 

＜研究主題＞ 

知識・技能を活用し，協働して 
新しい価値を生み出せる資質・能力の育成 

－挑戦問題を手がかりとした課題発見・解決学習の工夫を通して－ 

 

知る 

新しい価値に出会い 

希望を見付ける 

 
 

つながる 

「人・もの・こと」とつながることで 

力を手に入れる 

 

 

感謝・貢献 
創造・表現・実行して 

感謝を伝え貢献する 
 

挑戦心・探究心    情報収集力 思考力・表現力 協働的な態度 感謝・貢献 責任感・使命感 

不かく尋ね たかく志す 温故挑新  

蚊
が
０
研
究
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ  

地
域
の
先
人
・
先
輩
と
つ
な
が

り
，
協
働
し
て
環
境
衛
生
の
改
善

の
方
策
を
科
学
的
に
探
究
す
る
。 

 

 

絆
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ  

  

〈
小
学
校
と
の
異
学
年
交
流
〉 

自
分
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
小
学
校
に
貢
献
す
る
。 

 

地
域
の
匠
に
学
ぼ
う 

日
本
の
優
れ
た
伝
統
文
化
を

地
域
の
方
か
ら
学
び
，
伝
え
る
こ

と
の
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
。 
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9 
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研究仮説 
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開発した課題発見・解決型の単元・題材 before  after 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

教
科
学
習
（
第
一
学
年 

理
科
） 

○
火
成
岩
の
学
習
内
容
を
身
近
な
自
然
を
探
究
す
る
す
べ
と
し
て
習
得
し
、

問
題
解
決
さ
せ
る
と
と
も
に
，
小
中
一
貫
し
た
探
究
活
動
へ
と
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
探
求
心
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 
 
 

教
科
横
断
形
課
題
解
決
学
習
（
音
楽
＋
英
語
） 

（例１）教科の単元構成の改善 

○
「
尺
八
」
を
器
楽
の
題
材
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、「
外
国
の
人
に
日
本

の
文
化
を
伝
え
ら
れ
な
い
」
課
題
を
解
決
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
善

し
た
。 

（例２）教科横断型の単元構成の改善 



 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
第
三
学
年
） 

 
 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
第
二
学
年
） 

（例３）国語科との関連を生かした単元構成の改善 

○
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
・
保
護
者
と
進
路
選
択
に
関
わ
る
情
報
の
共
有
・
支
援
体
制
の
確
立
を

目
標
に
、
個
人
の
探
究
活
動
で
は
な
く
、
協
働
し
て
広
く
深
い
情
報
収
集
を
行
う
探
究
活

動
に
改
善
し
た
。 

○
運
命
ビ
ブ
リ
オ
ト
ー
ク
を
活
用
し
職
業
に
対
す
る
視
野
を
協
働
し

て
広
げ
る
こ
と
で
、
自
分
の
希
望
に
そ
わ
な
い
職
場
体
験
先
へ
も

主
体
的
に
何
か
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
た
。 

（例４）より協働的な探究活動への改善 



 

 

14 

 

  指導内容 

※ 課題となる領域，分野等を記入 
他領域・他教科等との関わり 

後 

期 

第

９

学

年 

   

第

８

学

年 

 

 

 

 

 

  

 

中 

期 

第
７
学
年 

  

第
６
学
年 

  

第
５
学
年 

  

 

前 

期 

第
４
学
年 

   

第
３
学
年 

 

   

第
２
学
年 

  
 

 

第
１
学
年 

 ○数字：授業時数 

□乗：乗り入れ授業 

□反：反復繰り返し 

 

「地球」領域における探究心と科学的思考力を育てる指導計画（理科） 

小中一貫呉型カリキュラム（小・中をつらぬく探究活動） 

乗台風と気象情報② 
気象災害からくらしを守る① 
雲と天気の変化⑧ 

・雲と天気の変化 
・雲のようすと天気の変化 
・天気の変化のきまり 

天気と１日の気温⑦     水のゆくえ⑥ 
・天気による１日の気温      ・水のゆくえ 

・1日の気温の変化        ・空気中に出ていく水 

                 ・空気中から出てくる水 

乗大地のつくりと変化⑯  

挑戦問題「『広南の大地』はどのようにして

できたのだろうか？」 

・地層のでき方 

・わたしたちが住む大地のつくり 

・大地の変化 

乗地震や火山活動からくらしを守る① 

乗流れる水のはたらき⑫ 
挑戦問題「川沿いに家を建て
るとしたらどこに建てる？」 
・流れる水のはたらき 
・地面の流れる水 
・川の流れとそのはたらき 
・川とわたしたちのくらし 
・わたしたちのくらしを守る  

乗月と太陽⑦ 
・月の形の見え方 
・月と太陽の表面 

月や星⑦ 
・月や星 
・月の動き・星の動き 
夏の夜空③ 
冬の夜空②  

  課題解決学習を通して，自ら新たな探究活動（地球環

境問題など）に取り組む意欲をもっている。 

  

 課題解決を取り入れた授業から探究活動の

仕方を身に付けている。 

 課題解決学習への前段階として，「地球」についての

基本的な知識を身に付けている。 

挑戦問題｢天気は 100％予想できるか？｣ 

地球の大気と天気の変化㉚ 

・空気中の水の変化    

・大気の動きと天気の変化 

・大気の動きと日本の四季 

挑戦問題｢100 億年後の未来の姿は？｣ 
地球と宇宙㉕ 
・地球の運動と天体の動き 
・太陽系の天体 
・恒星の世界 社会(公民) 

地球的規模の環境問題 

・環境問題に関する主な条約 

自然と人間の
かかわり㉙ 
・自然の恵みと
災害 

社会(地理)日本の各地
の気候の特色 
・中国・四国地方，中
部地方，東北地方 
 (やませなど風と山
地の影響による変化) 
・エコツーリズム 

力による現象⑧ 
・大気圧の性質 
物質の状態とその
変化⑦ 
・状態変化 

社会(地理) 
・自然災害と防災の取組 
・様々な自然災害の原因と
被害 

光のせいしつ⑨ 
・はね返した日光 ・集めた日光 

かげのでき方と太陽の光⑨ 
・かげのでき方と太陽   
・日なたと日かげの地面 

ものの温度と体積⑨ 
・水の温度と体積 

水のすがた⑧ 
・水のすがた 

・水を熱したときの変化 

・水を冷やしたときの変化 

・水の３つのすがた 

もののすがたとせいしつ① 

社会科 
・地域によって違う気候 
・高地の人たちのくらし 
・大きな地震が起きたら 

乗自然とともに生きる⑦ 

実際の天体と，シミュレーションソフ
トでの天体の見え方を比較し，空間認
識を深めるとともに探究への興味・関
心を深める。 

図工 
「ようこそ，キラキラのせかいへ」 

「光と色のファンタジー」 

活きている地球㉕ 

挑戦問題 1｢灰が峰は火山か?｣⑨ 

・火山について ・火成岩について 

挑戦問題 2｢呉に恐竜はいたか?｣④ 

・化石について ・たい積岩について 

挑戦問題 3｢呉の大地は沈んでいる?｣③ 

・地層について ・地形について 

挑戦問題 4｢呉に大地震はくるか?｣⑧ 

・地震について ・プレート理論 

探究 呉 46 億年の歴史を探究する。① 

 

習得・活用を繰り返しながら

探究に必要な知識を習得す

る。 

乗水溶液の
性質⑤ 
・ミョウバン
の結晶づく
り 

 

総合的な学習の時間(生き方学習) 

<卒業論文>｢○年後の未来と私｣ 

「なつのあそびずかん」③ 
そらをみあげよう（星・月・雲）  

図工 
しぜんとなかよし 

ひかりのくにのなかまたち 

「ぐんぐんのびろ」 
・やさいがそだつ土づくり 

「マロンストーン」，「小坪の褶曲・

断層」，「アラメの鼻の海岸段丘」な

どの地域の資料を用いて探究への

興味・関心を高める。 

 

広南学園Ｈ28.１改訂 

マロンストーン
の謎 NO．2① 

マロンストーン
の謎 NO．1① 

小坪の地層の 
探検② 
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【平成 27年度 ICT の有効活用による授業改善】       

呉市立広南中学校 教頭 福田 眞二                             

１ 「主体的な学び」の創造に向けた授業時間の有効活用 

  中学校音楽科の年間授業時数は，第１学年４５時間，第２学年３５時間，第３学年３５時間である。 

この限られた貴重な時間をどのように活用して音楽科の教育目標を達成させるかは，音楽科教員に課

せられた重要な課題である。年間指導計画における題材の精選とともに，貴重な５０分間の指導と評

価方法の工夫改善が不可欠である。また，他教科においても，「主体的な学び」の創造に向けて，学

習意欲向上のための「挑戦問題」の効果的な提示や，授業中盤での「深い学び（個人思考から集団思

考，さらに思考の共有化）」の場の設定，さらに，授業末での「振り返り（次時につなげるための授

業内容の理解度や疑問点の把握）」の時間の確保のためにも，ICTの有効活用は，今後より一層

その重要性が増すと考える。 

 

２ 平成２７年度におけるICTの有効活用のための基盤づくり 

  今年度においては，第一に，「ICT活用のための環境整備」，第二に，「ICT活用に向けた人材育成」 

に主眼を置いて取り組んだ。 

  (1) ICT活用のための環境整備 

   呉市内の多くの中学校おいては，各学級や特別教室に「校内LAN」が設置されている。また， 

呉市教育委員会から，無線LAN用のルーターが２台，無線LAN機能付きパソコンが６台支給され，

各教室にはデジタルテレビも設置されている。この恵まれた環境を，いかに活用するかが各校の課

題であるとも言える。今年度，本校においては，この環境を活かすために，「電子黒板機能付プロ

ジェクター」を２台，さらに，各学級と理科室，音楽室に「教材提示装置」を設置し，その活用を

試みた。 

 (2) ICT活用のための人材育成 

   充実したICT環境及び機器があったとしても，それを使いこなす人材がいなければ，宝のもちぐ

されである。今年度，初任者校内指導教員に任命されたことを足掛かりに，まず，音楽科初任者に

おいて，次いで，音楽科初任者の授業研究等を見て，ICT活用に大変興味を示した数学科教員の人

材育成を図った。以下，その具体的な内容について記述する。 

 

３ ICTの有効活用による授業改善実践事例 

 (1) 音楽科における ICT 活用による視聴覚支援と時間の有効活用 

○プロジェクター及び電子黒板とパソコンソフト・Web コンテンツ活用による効果的な授業展開 

音楽科において，視聴覚教材・教具や機器の充実は必要不可欠である。       

機器においては，電子黒板機能付きプロジェクター【写真１】の活用に 

より，大画面での視覚支援と電子ペン操作による授業時間確保を，視聴

覚教材・教具では，次世代プレゼンテーション

ソフト（Prezi）【写真２】やパワーポイントの

教材開発と優れた Web コンテンツの検索・活

用（「文化デジタルライブラリー」等）による     

生徒の学習意欲・学力の向上と授業展開の効率化を図ることができた。 

 

【写真１ 電子黒板の活用】 

【写真２ 授業後の振り返りが可能】 
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○パソコン周辺機器の充実による機器操作の一体化によ 

る授業展開の効率化 

さらに，高性能小型スピーカー（ハイレゾ対応）や

教材提示装置【写真３】等，パソコン周辺機器の充実

を図ることで，より一層の視聴覚支援と機器操作の一

体化による授業展開の効率化が可能となった。 

   ○生徒の授業後のアンケートより 

 

 

 

 

 

(2) 数学科における ICT 活用による前時の振り返りの効率化と視覚支援による理解の深化 

 ○数学科においては，普通教室を使用 

するため，黒板に貼り付けられる小 

型スクリーンを使用し，板書のスペ  

ースも確保した。【写真４】 

   授業始めの「前時の振り返り」で 

は，クイズ形式で次々に問題と解答，  

効果音も出て，生徒の学習意欲の向  

上に大変効果的であった。【写真５】 

  ○授業中盤の思考の共有化・深化の場面では，ノート・ワーク 

シートに書いた自分の問題の解き方を「教材提示装置」で示  

しながら説明することで，より分かりやすい説明が可能にな 

るとともに，思考の共有化を図ることができた。【写真６】 

  ○さらに，教材・教具の工夫として，自作のパワーポイントで 

  関数の説明を行ったが，努力を要する生徒に対しての視覚支 

援ともなり，理解の深化に大いに役立った。【写真７】 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次年度に向けて 
  次年度においては，今年度の電子黒板機能付プロジェクターの効果的な活用と新たな人材育成を
踏まえ，新たに２台購入予定である。グローバル化の進展で，英語科においては「ピクチャーカー
ドのデジタル教材化」が成された。この事を受け，本校においても，英語科における ICT の効果的
な活用と人材育成を図りたい。さらに，ICT 活用の校内研修を実施し，他教科での効果的な活用方
法を模索するとともに，新たな教材・教具の開発に対する教員の一層の意欲の向上を図りたい。 

【写真３ 高性能小型スピーカーと教材提示装置】 

ICT活用の肯定的評価：１００％。「説明を聞いている時，ポイントがどこなのか色

分けがしてあり分かりやすかった。」「口頭で説明を受けるより分かりやすい」「プロ

が吹いている映像をすぐに確認できるので，自分たちの練習に活用できた。」 

【写真４ 貼付式小型スクリーン】 【写真５ 前時の振り返り場面】 

【写真６】教材提示装置を利用しての説明 

【写真７】「教材・教具の工夫」自作のパワーポイントによる効果的な視覚支援 



 

 

3 成果物Ⅱ 
平成 27年度開発単元の紹介 

 

 

○教科 

 

○総合的な学習の時間 

学習指導要領やワークシートは，広南中学校ＨＰ（http://www.kure-city.jp/~hirmc/）

に掲載しています。ダウンロードできますので，多くの方に活用して頂き，ご意見等頂けま

すと幸いです。 
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期待される生徒の変容      

 

 

平成 27年度の取組より 

【初発の生徒の振り返りより】 

・一語一語の意味が難しかったです。作者がはっきりしないのはなぜ 

だろうと思いました。 

・冒頭の内容が深いなあと思いました。 

・どうして戦の中で，扇を出してきて「射てみろ」ということになっ 

たのかなあと思いました。 

・対句表現や漢語表現が使われていて，おもしろいなあと思いました。 

・これは平家の目線で書いたものかなあと思いました。 

 

 

【研究終了後の生徒の振り返りより】 

・平家と源氏の価値観の違いがよく分かりました。 

・最初は源平合戦のことが書いてある物語かと思ったけど，日本人 

の価値観や昔の人の考え方を読み取ることができる作品だという 

ことが分かりました。こんなに古典がおもしろいとは思いません 

でした。 

・現代にも通用する価値観の違いが表されていることが分かりました。 

・時代や生きている場所で価値観がこんなに違うのだということが分 

かりました。もっと他の作品も読んでみたいと思いました。 

・「平家物語」は人間社会のはかなさを表しているなあと感じました。 

・一生懸命生きることが「美」だと感じました。 

平成 28年度指導計画・ワークシートの改善のポイント 
・物語全体からの「メッセージを読み取る」という活動を主たる目 

的にして，教科書に掲載されている『平家物語』の「冒頭」「敦盛  

の最期」「那須与一」「弓流し」の場面において，それぞれの登場 

人物の心情を読み取る。読み取った登場人物の「生き方」「価値観」 

を積み重ねる形で作品からのメッセージを完成させたいと考える。 

・心情は読み取れても，メッセージまでは考えられないという生徒 

もいるので，グループでの話合いを通して，一人一人が「平家物語 

が伝えたいことは何か」まで考えられるよう深まりを持たせ 

ていきたい。 

・「振り返りシート」を利用して，授業での気づきや疑問を共有化し，  

考えていく場面をつくるきっかけとする。 

国語 第２学年 呉市立広南中学校 指導者 岩城 祥子 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 
 

情報収集能力，思考力・表現力，挑戦心・探究心，責任感・使命感  

 

「伝統文化を楽しもう 平家物語  那須与一」 
      挑戦問題 『平家物語の書評文に挑戦』 

 

挑戦問題として書評文を書くことを目標にすることで，作品の要素をしっかり読み取っていく

活動を手がかりとして，本作品だけでなく文学作品からメッセージを読み取ろうとする学びの意

欲が高まることが期待できる。 
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期待される生徒の変容   

 

 

 

平成 27年度の取組より 

【初発の生徒の感想より】 

・小学校のときに習ったけど，忘れていました。でも今からまた 

いろいろ学習していきたいと思います。おもしろいなと思いま 

した。 

・小学校の学習の続きでどんなことをするか楽しみです。どうし   

たら解決できるのか早く知りたいです。 

 

【研究終了後の生徒の感想より】 

・比例・反比例の学習をして，比例と反比例はわからない未知の 

数字も計算などで求めることができるということがわかりまし 

た。学習することで挑戦問題が結構簡単に解けてびっくりしま 

した。 

・僕は比例と反比例ではグラフ，表，そして式まで使うことがで 

きるようになりました。挑戦問題を解いて，式やグラフを使え 

ば簡単にわかるんだと思いました。 

・応用・活用問題は楽しいです。やっと ARAKI博士を救助するこ 

とができました。最初はかなり難しいと思っていたのですが， 

最初の方の学習でも解くことができたことがわかってものすご 

く驚きました。 

平成 28年度指導計画・ワークシートの改善のポイント 
・振り返りが，生徒の意識や理解を把握することや，授業展 

開をスパイラルに行うことに役立つことがわかったので，  

継続的に振り返りを行う。また，振り返りが感想にならな 

いように，次の学習につながるような振り返りができるよ 

うに指導していく。 

・生徒の発言をつなげたり，さらには生徒の言葉でまとめた 

りすることが生徒の意欲にもつながると考えられるので， 

そのための工夫を取り入れたい。 

・本時では式に視点を向けさせる工夫があればもっと意見が  

活発に出たと思われる。それぞれの時間でのポイントをし 

っかり絞って視覚支援による視点で教材を見直したい。 

・挑戦問題によって，受験教科として「やらなくてはならない問題」ではなく，「やってみたい問題」 

という気持ちを引き出すことができた。挑戦問題を単元の最初に示し，生徒の意欲を喚起し，さらに 

知識と自信を積み重ねることで，主体的に学習する姿勢を引き出すことができることがわかった。 

２学年での１次関数，３年生での２乗に比例する関数へとつなげていき，さらに生徒の関数の世界を 

より広げていきたい。 

数学 第 1学年 呉市立広南中学校 指導者 裏山 富美子 

   

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

思考力・表現力    協働的な態度 

「比例と反比例」 挑戦問題 『関数を利用して地球を救え！』 

数の範囲が拡張されたことにより，未来や過去など未知の数量をも推測することができる関数

の良さに気付くことができ，関数に対する学びの意欲が高まってきた。 
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25

45

65

85

事前 事後 

岩石について学ぶことは役立つ 

知識だと思いますか？ 

25

45

65

85

事前 事後 

岩石に興味がありますか？ 

 
２０ポイント以上ＵＰ！ 

 

 

 

 

期待される生徒の変容 

 

 

平成 27年度の取組より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【初発の生徒の振り返りより】 

 ・灰ケ峰は火山ではないと思います。だけど，それを見分けるための情報    
も知識も少ないので困りました。広島には火山があることが分かりまし 
た。もしかしたら急に火山が噴火するかもしれないので怖いと思いまし 
た。（女子Ａさん） 

・自分の身のまわりにある山が火山どうかなんて，考えたこともないです。 
もし，灰ケ峰が火山だったらと思うと少しびっくりするし，不安ですが， 
私は火山説に反対です。（女子Ｂさん） 

 

 

【研究終了後の生徒の振り返りより】 

・私は，灰ケ峰は火山だと思います。理由は灰ケ峰や野呂山のまわりに岩
石Ａが広がっていました。岩石Ａは，流紋岩なのか安山岩なのかは分か
らないけど，どちらにしろ火山岩なので，私は，火山だと考えました。
（女子Ａさん） 

・灰ケ峰が火山にしろ，火山でないにしろ，自分で挑戦問題が解けたし， 
謎を自分なりに発表できてよかったです。早く結果が知りたいです。 
（女子Ｂさん） 

平成 28年度指導計画・ワークシートの改善のポイント 
・ワークシートやＩＣＴの活用で，説明時間を短縮し，岩石や鉱物な 
どの観察時間を十分に確保することで，生徒の「観察眼」を育てて  
いけると考える。 

・予習課題や復習課題を毎時間設定したことにより，学習したことを  
定着させたり，次回の授業に興味をもたせたりすることができた。 

・昨年度は，学習後，すぐに個人レポートを書かせたが，自分の考え  
をまとめることが難しい生徒も多くいた。そこで，今年は，班で考 
えを整理させてからレポートを書かせた。 

理科 第１学年 呉市立広南中学校 指導者 澤井 一郎 海切 健次 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
  思考力・表現力  協働的な態度   挑戦心・探究心 

「火山活動と火成岩」 挑戦問題 『灰ヶ峰は火山か？』 

 

３０ポイント以上ＵＰ！ 

 教科書に載っている火山だけではなく，自分たちが住む地域の山が火山であるかどうかについ
ての「挑戦問題」を提示することによって，生徒に興味・関心をもたせ，課題を「自分事」とし
て捉えさせることができた。そのことから，意欲をもって学習していく姿が見られるようになっ
た。 



 

 

20 

平成 27年度「授業改善による生徒の変容」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ICT活用による視聴覚支援と時間の有効活用       
機器においては，電子黒板機能付きプロジェクターの活用により，大画面での視覚

支援と電子ペン操作による授業時間確保を，視聴覚教材・教具では，パワーポイント
での教材開発と優れたWebコンテンツの活用（「文化デジタルライブラリー」等）に
よる生徒の学習意欲の向上と授業展開の効率化を図ることができた。 

 

 

 

 

② 挑戦問題及び予習課題の提示と深い学びに向けた授業展開の工夫  

  授業実施２日前に，塩ビ尺八を生徒全員に配付し，「これは何でしょう」という問いか
けとともに，授業までに音出しに挑戦することを予習課題とした。生徒 は興味津々で，
横にして吹いてみたり，さかさまにしてみたり，振ってみたりと色々なことをし始めた。
「これは何だろう」という疑問を抱かせたことを取りかかりとし，学習への興味・関心
を持たせる試みを行った。一方，授業展開では，個人思考から集団思考，そして，表現
（発表）を通しての思考の共有化の時間を確保し，より深い学びにつなげた。 

 

 

 

 

 

 

平成 28年度指導計画・ワークシート等改善計画 
・本年度の尺八曲「巣鶴鈴慕」の鑑賞において，「挑戦問題」提示や音楽的な感受の場面で実際に塩ビ尺八を
使用することで，生徒の「主体的な学び」を引き出すことができたと考えている。そこで，次年度は，今年
度の学習指導案を基にして，和楽器（尺八）の表現活動との関連を図った学習指導案を作成することとした。 

・中学校音楽科の限られた授業時数の中で，今年度の大きな成果であった ICTの有効活用は不可欠である。また，「深 
い学び」を引き出す授業展開の工夫とともに，「音楽的な感受」を見取るためのワークシート，生徒の授業の理解度
を把握し次時につなげるための「振り返りシート」の工夫等，次年度もより一層の教材・教具の開発が必要である。 

音楽 第１学年 呉 市 立 広 南 中 学 校 指 導 者 荒木 真由子     

 「日本の伝統音楽・楽器に親しもう」  
 挑戦問題  『尺八の良さを伝えられる人になろう』 

題
材
名 

情報収集力，思考力・表現力，責任感・使命感 本題材で育成する資質・能力  

 

本校の第１学年を対象に意識調査を行ったところ，「和楽器を演奏してみたいですか」，「日本の伝統音楽に興味があ

りますか」という質問に対して，ともに肯定的評価が１５％と大変低く，多くの生徒が興味をもっていないことが分

かった。しかし，「日本の伝統音楽について知りたいですか」という質問に対しては，肯定的評価が７０％で，その理

由として，「興味はないが日本人として知っておくべきだと思う」，「自分の国のことだから」という回答が多かった。 

 

「我が国の伝統音楽」に対する生徒実態 

①「より効果的な知識・考えの習得や授業展開での時間の確保のための ICTの活用」 
②「『挑戦問題』の設定と問題解決の過程で生じる『課題発見・解決学習』の実施による生徒の主体性の育成」 

 

「主体的な学び」の創造に向けた「授業改善」のポイント 

ICT活用の肯定的評価 １００％。「説明を聞いている時，ポイントがどこなのか色

分けがしてあり分かりやすかった。」「口頭で説明を受けるより分かりやすい」「プロ

が吹いている映像をすぐに確認できるので，自分たちの練習に活用できた」 

・「挑戦問題」の肯定的評価 ９０％：「みんな楽しそうに学習できて，自分の意見を出せるのは良いと思った。 

「尺八を吹けたことが楽しくて，達成感が味わえた。」「知らない楽器に出会えて，体験することができた。」 

・「尺八を吹いてみてよかったと思う」の肯定的評価 ８５％ 

・「尺八以外の日本の伝統楽器・音楽について知りたい」の肯定的評価 ８０％：「めったに吹くことのできない

楽器にふれ，その歴史を知ることができてよかった。」「もっと他の伝統楽器を知りたい。」「尺八という楽器

を大切に思う考えが強まった。」 

「主体的な学び」の創造に向けた授業実践と成果 

校内指導教員  福田 眞二 
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期待される生徒の変容     

  

 

 

 

 

平成 27年度の取組より 
【初発の生徒の感想より】 

・ゼリーは作ったことあるけど，今まで作ったゼリーと 

違うゼリーを作ってみたいなあ。 

・ゼリーに何か入れたのは作れないのかなあ。 

・かたいゼリーは作れるのかなあ。 

 

 

 

【単元終了後の生徒の感想より】 

・自分で作った甘夏みかんのマーマレードを  

使ってゼリーが作れてうれしかった。 

・甘夏みかんのゼリーは初めて食べたけどお 

いしかった。 

・かたいゼリーとやわらかいゼリーの２つ

あるとは思わなかった。ふたつともおい

しかったけど，私はかたいゼリーの方が

すきでした。 

・かたいゼリーとやわらかいゼリーの作り 

方のちがいがわかりました。 

・家でも作って家族に食べてもらいたいで 

す。 

・一人で作れるようになったのでよかったです。 

 

平成 28年度指導計画の改善のポイント 
・郷土の特産物をしっかり学ぶ機会にする。 

・インタビューして聞き取った内容をわかりやすく伝えられるように，メモをとる時に自分なりの

工夫ができるような事例を提示し，いろんな場面で活用させていく。 

・家族をもてなすための方法を自分で考えて計画を立てることができるように指導する。 

・探究心を発揮できる次のステップの発展課題につなげる。 

 

職業・家庭 特別支援 呉市立広南中学校 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

「地域の食材をつかったおいしい料理で家族をもてなそう」 
 挑戦問題 『究極の甘夏みかんゼリーを作ろう！』 

 

「材料をかえることでどうしたらおいしいゼリーが作れるか？」という課題設定のともに，調理

し，いろいろな人に食べてもらい，感想を集めて問題解決を図る過程を通して，調理に対しての

探究心および主体的な学びの意欲を高めることができる。 
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期待される生徒の変容   

 

 

 

平成 27年度の取組より 

【初発の生徒の感想より】 

・「今は蚊がいないなど想像もできません。け 

れども，昔の人ができたのだから，私たちも 

できるかもしれないと思うようになりました。 
・自分も少しでも努力して，また多くの人に参加 

してもらえるように呼びかけたいです。私は 

「不可能に挑戦して成功する」というのがすご  

いと思うので，がんばりたいです。」 

 

 

【研究終了後の生徒の感想より】 

・「私は，自分たちの地域が蚊とハエのいない町づくりに成功したことに驚き，興味を持ち，科学部が
できることを知り，入部しました。しかし，私はあまり虫が好きではなかったので，はじめは入部し
たことを後悔したこともありましたが，先生方や科学部のメンバー，地
域の方の協力でこのような形で研究をまとめることができました。今は，
入部してとてもよかったと思っています。特に地域の方には実験に協力
していただくなど，多大な協力をしていただきました。大変ありがとう
ございました。この研究を後輩たちが受け継いで，いつか蚊が０の町を
つくってほしいと思います。」 

・「私は，昨年の先輩たちの研究をみて，私も地域に貢献できることをし 

たいと思って科学部に入部しました。でも，本当に地域から蚊をなくす 

ことができるのだろうかと思うことがありました。しかし，研究を進め 

ていくにつれて，蚊のいろいろなことについて分かるようになりました。また，アンケート結果でも
蚊に刺された人が減ってきているので，このまま研究を続ければ，いつか蚊がいなくなるのではない
かと思うようになりました。」 

 

平成 28年度指導計画・ワークシートの改善のポイント 
・昨年度は，ルーブリック等による振り返りをする時間と場面を設定 
することができなかった。そこで，この単元で育てたい資質・能力  
および態度についてルーブリックを作成し，それをワークシートの 
中で示すとともに，自己評価と教師の評価欄を加えた。このルーブ  
リックを活用して，つけたい資質・能力を生徒と共有し，本単元を 
生徒とともに振り返る時間を持ちたい。 

・昨年度は，発展課題として生徒有志による科学部としての活動しか 
行わなかった。今年度は，蚊のついての調べ学習など，選択課題を 
用意し，全員に取り組ませたい。 

・全員に取り組ませる実験が生徒に達成感を持たせるものが準備でき  
なかった。予備実験をしっかり行い，より達成感のある体験をさせ 
たい。 

総合 第１学年 呉市立広南中学校 指導者 第 1学年部 

   

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

「蚊が０研究ＰＲＯＪＥＣＴ」 
           挑戦問題『蚊の被害を０にする』 
ＳＥＡＳＯＮ３ 

２年連続県科学賞を受賞することで，学校の伝統として地域の環境衛生活動の一部として研究

を続けることへの主体的な学びの意欲が育ちつつある。 
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期待される生徒の変容   

 

 

 

平成 27年度の取組より 

【初発の生徒の感想より】 

・「私は，運命の本選びで水木茂さんの本を選び 

ました。読めるか不安ですが，楽しみです。」 

・「まったく興味のない本だし，内容も難しいか 

ら読みたくない。」 

・「面白そうな本が当たったので，いい発表がで 

きるように頑張りたい。」 

 

 

【研究終了後の生徒の感想より】 

・私は，興味のない本は読んだことがなかったので，この   

ビブリオトークを通して自分の好みでない本を読んで  

面白いと思えるようになりました。「私がアナウンサー」 
という本に出逢えたのも運命だなと思いました。」 

・Ａさんみたいな発表のしかたもあるんだなと思いまし 

た。Ａさんの発表は，分かりやすく伝わりやすい内容で，  

良いページをピックアップして紹介していました。それ  

に比べて私は・・・。次回のビブリオトークは本をよく 

読んでおこうと思いました。 

・Ｂさんの発表のしかたがとても分かりやすかったです。
大きな声で発表していました。Ｃさんのフリップもよかったと思います。とても面白そうで，本を読
んでみたい気持ちになりました。 

・本は文字ではなく，その書いた人の感情が入っていることが分かった。本にはその読んだ人の人生を 

変えることがあることも分かりました。いろんな人の発表を聞いて，とっても面白かったし，自分の 

人生のためにもなりました。 

平成 28年度指導計画・ワークシートの改善のポイント 
・今年度この単元を実施して，準備段階である本の選定に課題があ 

る。入学したばかりの生徒が，どのぐらいのレベルで本を読むこ 

とができるのかという把握が充分に出来ていなかったこともあり， 
授業内に選んだ本を読み切れないことがあった。また，本の内容 

が，「生き方の魅力探し」というプレゼンテーションをする場合に 

向いていないものもあったので，前もって教師側が本の内容を十 

分に把握しておかなければならない。 

・ビブリオトークの教師見本を３パターン生徒に提示したことは効 

果があり，生徒自身もイメージできたので良かったが，見本を提 

示する時期を，本を読む前に提示する方がよい。 

・本を読むとき，付箋を貼りながら気になったページをチェックし 

ておくことで，原稿やフリップづくりに役立てることができた。 

総合 第１学年 呉市立広南中学校 指導者 第 1学年部 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

  

「魅力的な生き方さがし」  
挑戦問題 『あなたはいくつの人生を知っていますか？』 

ビブリオトークでの表現活動を通して，様々な人物の生き方を知り，考え方の視野を広げるこ

とで，自分の生き方につなげて考えようとする態度が育ちつつある。 
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期待される生徒の変容   
 

 

 

 

 

平成 27年度の取組より 

【Ｈ２７年度の初発の生徒の振り返りより】 

・社会の中にはどんな仕事があるのか，自分ではよく分かっていな    

いなと思いました。 

・自分の親の仕事についてもまだ話を聞いたことがないので，自分 

で調べられるのか不安です。 

・よく分からない仕事の本を選んでしまったので，おもしろくない 

かなと思います。 

・自分が将来どんな仕事をしたいかまだはっきりとは分からないの 

で，起業企画もできるか自信がありません。 

・自分も野球に関わる仕事がしたいので，用具係がどんな仕事か調    

べてみたいです。 

 

【Ｈ２７年度のビブリオトーク終了後の生徒の振り返りより】 

・どんな作業でも１人でやるのではなく，いろんな人の協力で成り立っ 

ているのが分かった。みんなで協力することが必要だと思いました。 
・仕事を頑張るには笑顔とコミュニケーション能力が必要であること 

がわかった。 

・たくさん失敗したりしても，努力を続けていたら成功できるというこ 

とを学んだ。 

・活躍できる人がいるのは，裏方の人たちの支えによって成り立たない 

のだということが分かりました。 

・お客さまのことを第一に考え，お客さまを喜ばせるためにいろいろな工夫をしているということを知 

りました。 

・仕事をする上で，人との信頼関係が一番大切だということが分かりました。 

平成 28年度指導計画・ワークシートの改善のポイント 
・平成２７年度は，「起業企画を成功させるために必要な力はどんなこと 

か」という挑戦問題を提示したため，上記のような振り返りとなった。 
次年度は，「職種やその魅力」に着目した挑戦問題に変更し，この単元 

を通して，生徒の職業観の育成とともに大きな達成感を味わわせたい。 
・職業の魅力だけでなく，どんな難しさがあって，その困難をどう乗り越 

えたかなどについてもしっかり読み取らせたい。 

・聴く人に伝わりやすくするために，フリップを工夫して作成させ，発 

表の際に用いることはよかったので，次年度も継続する。 

総合 第２学年 呉市立広南中学校 指導者 第２学年部 

   

 

 

 

 

「運命の仕事に出会うために」  
挑戦問題 『いくつの職業の魅力を知っていますか？』 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

  

 

 

 生徒たちは，職業について多くを知らないし，知っていても自分の興味のある範囲の職業や

単なる憧れで留まっている場合が少なくない。本単元では，「運命の本」として，あえて生徒の

興味の対象外の本と向き合わせ，その本の中の人物の生き方を職業という視点から深く読み取

らせたい。また，ビブリオトークを通して交流させることで，職業観を広げ，深めあうととも

に思考・表現力の向上が期待される。さらに，本の中に「起業家」のものをいれることで，夏

季休暇中の職業体験や２学期の起業企画 PROJECTへの事前指導としての効果も期待できる。 



 

 

4 付録 
（１）その他の教科の取組 

（社会・理科・音楽・英語）  

 

（２）総合的な学習の時間の 

その他の単元の取組  
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期待される生徒の変容     
 

 

 

 

平成27年度の取組より 

【初発の生徒の振り返りより】 

・自分の志望校でなかったら，調べたりその学校を訪問したりする意味がないと思 

います。 

・誰もその学校へ進学しないかもしれないのに，わざわざ高校の先生に来てもらう 

のは申し訳ないし，時間の無駄だと思います。 

 

【研究終了後の生徒の振り返りより】 

・多くの進路先について学習したことは，自分が選択した以外の進路のことを知ることに役立った。 

・最初はあまりいい印象ではなかった学校も，説明を聞くと，今までのイメージとは全く違ったり，逆にその学校に 

行きたいと思うような学校がたくさんあった。 

・学校説明会では，インターネットや学校紹介パンフレットに書いてあること以外のことを質問でき，進路先のこと 

を深く知ることに役立った。 

・いろいろな学校のオープンスクールに参加することで，実際の通学距離や時間，校風などを自分の肌で感じること 

ができたので，進路先の選択にとって学校訪問はとても大切なことだと思う。 

平成２８年度指導計画・ワークシート改善のポイント 

・ワークシートづくりが十分にできていなかったので，学習の流れと 

ゴールが見える学習展開にならなかった。 

・平成２７年度は「情報収集」には意欲的に取り組んだが，「情報の    

発信」に対する意欲に課題があった。次年度は，ルーブリックをワ 

ークシートで生徒と共有することにより，学習活動の視点や意義を 

理解させたうえで，本単元に取り組ませたい。 

・「生徒による進路説明会」やオープンスクール後の「１分間スピー 

チ」の充実を図るため，学年通信や進路通信で取組内容を発信した 

り，生徒による相互評価の場面を設定する。 

総合 第３学年 呉市立広南中学校 指導者 第３学年部 

   

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
情報収集能力  思考力・表現力  協働的な態度  挑戦心・探究心 

「FOR  THE  NEXT  STEP」 
挑戦問題  『みんなによるみんなのための道探し』 

 

よりよい生き方探しに向け，仲間と協働して情報収集・整理分析することを通して進路に対する視野を広げ

ることが期待できる。また，得られた情報を保護者やクラスメートへの報告会等を通して共有し，それぞれの

進路選択に向けての自立的な態度と支援的環境を向上させる効果も期待できる。 
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復習課題としての挑戦問題（社会科）の実践例について 

社会科 浦上 晋次 

 

 今年度，本校では生徒に日々の授業で学習した内容を活用し，自ら進んで様々な課題に挑戦してい

こうという取り組みをしている。これを「挑戦問題」と位置づけている。社会科の授業でも試行錯誤

しながら検討している。今回は冬休みの課題として出題した挑戦問題の取り組みを一部取り上げてみ

る。 

 

１ 本校と本学級の特色 

 〇 本学級の生徒は小学校の社会科でＩＣＴを活用した学習を行っており，社会科の宿題として歴

史上の人物を調べたり，授業で出た疑問点をインターネットなどを使って調べたりするなどを行

っており，インターネットの活用に慣れている生徒が多くいる。 

 〇 本校は学年１クラスの３クラスで各クラス２０名前後の小規模校である。各クラスに４社分の

新聞を配布し，この新聞を活用して各クラス２名の生徒が，読んだ新聞の中から興味を持った内

容の部分を切り取り，感想を交えて提出するという取り組みをしている。 

２ 取組の概要 

 ○ 「世界の国や地域の中であなたが疑問に思っていることを新聞形式でまとめましょう。」という

挑戦問題を冬休みの課題として提示した。 

 〇 まとめ方 

  ・まとめ方はＢ４の方眼紙を使う。 

・テーマについては授業内容だけでなく新聞の切り抜きやテレビの番組などで疑問に思ったこと

など何でもよい。 

  ・テーマは，「なぜ」〇〇なのかという方法ではじめる。 

  ・「なぜ」に対して自分の予想を立てる。 

  ・調査した内容をまとめる。 

  ・最後に今回の学習に関しての感想を書く。 

３  生徒の感想より 

「ぼくはサッカーを見ていて，なぜブラジルやアルゼンチンは強いのかと思いました。今回調べ

てみて，理由が分かりました。日本がもっと強くなるためにはどうすればよいのかという疑問も

あるので，これも調べておきたいです。」 

「私は，初めはバナナについて全然知りませんでした。いつもお店でバナナ見て，どうしてフィ

リピン産が多いのか不思議に思っていました。圧倒的にフィリピンの生産量が多いことが分かり

ました。」 

  「この宿題でちょっとした疑問が解決できた。・・・・今度は違う課題で調べてみたい」 

４ 成果と課題 

(1)成果   

○テーマを普段から疑問に思っていることと大きくしたため，様々な視点から調査を行うことが

でき，多くの生徒が楽しかったという感想を持っていた。 

  ○冬休み中にパソコン室を使用する機会を作ったため，テーマ等の設定ができていない生徒にア

ドバイスすることができた。 

(2)課題   

●今回は，世界の地理の最後に行ったが，新聞の取り組みを早い段階で行い，実際の授業の中で，

生徒が調べた内容を発表したり，授業で資料として使うことができれば生徒の達成感も高まる

と考えられる。 

  ●もう少し時間を取って，丁寧な説明をすればよかった。 
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理科の挑戦問題について  

 

  理科 海切 健次  

 理科では，生徒自身が課題を設定し，解決していきたいと思えるような「挑戦問題」

を開発・研究している。この「挑戦問題」から課題を設定し，解決していくまでの過程

で，生徒は課題を「自分事」として捉え，学習意欲を持って取り組み，さらにその中で，

思考力や表現力，挑戦心や探究心が育つものと考えている。そこで理科で実践した３つ

の事例を紹介する。  

 １学年 単元 「物質の密度」  

    挑戦問題「このネックレスは，本物の金かどうかわからない」  

 これまでの授業は，密度の考え方や計算方法を学習した後，３種類（鉄，銅，アルミ

ニウム）の実験用の金属の直方体を見せ，質量と体積を測定することで，何の金属かを

調べさせる。生徒は，ある程度の興味をもって取り組むが，実験用の金属直方体では，

自分事としてとらえないし，挑戦心も高まらない。そこで，「妻へのプレゼントで３０

万円の金のネックレスを買ったのだけど，妻に「本物なの？」と疑われてしまった。本

物の金かどうかわからなくて困っているのだが，，，。」と「挑戦問題」と「ネックレ

ス」を提示する。生徒たちは，「本物の金だろうか？」と疑問を持ち，「どうすれば調

べられるか」とか「調べてみたい」など，学習意欲を持つようになる。そして，この挑

戦問題を解決するための学習を始めていく。密度の概念や密度が物質によって決まって

いることなどを学んだ後，実際にネックレスの質量と体積を測定して密度を出し，本物

の金かどうかを調べる。生徒たちは目を輝かせながら実験をする。  

 １学年 単元 「物質の性質」  

    挑戦問題「ラベルをつけ忘れて困っている」  

 教科書では，食塩，砂糖，片栗粉のいずれかである物質Ｘを判別するという内容にな

っている。このままでもある程度の興味は高めることができるが，やはり，課題を自分

事としてとらえにくいと考え，教師がこのような挑戦課題を提示した。生徒たちは，「何

とかできないだろうか」とか「どうすれば分かるだろうか」という気持ちになる。生徒

は前時までの学習で，金属やプラスチックの性質を調べる実験を行っており，物質には

特有の性質があり，それを調べることによりその物質が何であるか判別することができ

ることを習得している。このことを活用して，物質を区別するための見通しを立て，意

欲を持って課題解決を進めていくことができる。  

 １学年 単元 「光の性質」  

    挑戦問題「直進するはずの光が曲がる？」  

 小学３年生では，「光は直進する」と学習している。そこで，レーザー光で色をつけ

た噴水が左右に動く映像を見せる。光が曲がるという既習事項を覆すこの現象がなぜ起

こるのかという疑問を生徒に持たせる。その理由について生徒に予想をさせるが，これ

までの知識では解明できないことに気づく。そして，この現象を科学的に解明するため

に学習していこうと「光」の学習をスタートさせる。このことにより，学習する目的や

課題解決への意欲を持たせ，主体的な学習を進めていくことができるようになる。  
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 改善した授業展開 

毎授業の終わりに，挑戦問題

が解決できるかどうかを生徒

に考えさせる。 

簡単に解決できそうならば，

工夫して難易度を上げてやる

ことで，挑戦心を駆り立てる  

これまでの授業展開  
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理科の挑戦問題の実践例について 

理科 澤井 一郎 

挑戦問題 

「お年寄りの荷物を二人で持つとき， 

さりげなく相手よりも大きな力で荷物を持つためにはどうすればいいか」 

 

力のつり合いの条件や合成・分解について説明することができ，お年寄りの荷物を二人で持つとき，

相手よりも大きな力で荷物を持つための方法について，根拠を基に説明できることをねらった。また，

身の回りにある様々な事物・現象に気づき，力学の視点から根拠をもって説明したり，ものづくりを提

案することもねらった。 

 

【初発の生徒の振り返りより】 

・Ｆ１とＦ２の合力Ｆ３は，Ｆ１とＦ２を二辺とする平

行四辺形になるが，自分の班の実験では誤差が大

きく，平行四辺形には見えなかった。何がいけな

かったのかを考えたいです。 

・２力が，物体からの向きも，力の大きさも違うと

きは，和でも差でも求められないので難しいと思

った。しかし検証実験から，２力から平行四辺形

をかけばすぐに求めることができるということ

がわかったので，次からは，力に関するどんな問

題でも解けるようにしたいです。 

 

 

【単元終了後の生徒の振り返りより】 

・１つの荷物を二人で持つとき，荷物との角度を小さくすると自分にかかる力が大きくなり，荷物

との角度を大きくすると自分にかかる力が小さくなることがわかりました。だから，お年寄りよ

り，持つ角度を小さくすれば相手よりも大きな力で荷物を持てることが分かりました。 

・包丁の刃がごつい方が見た目的に切れ味が良さそうだけど，同じ力の分力を作図して比較したら，

うすい包丁の方が圧倒的に大きな力が物体にはたらき切れ味が良いので，驚きました。 

・身の回りには，意外なところに力の分解が関係しているということが分かりました。特にロープ

ウェイのロープを緩く張る理由を今まで全く考えもつきませんでした。 

 

ワークシート改善のポイント 

・ワークシートが実験データを整理するだけで，十分ではなかった。今後は各単元でつけたい資質・

能力を生徒と共有することができるワークシートを開発したい。 

・「力の平行四辺形の法則」の実験で，器具の取り扱いに課題があったので，正確なデータを集める

ことが難しかった。摩擦の視点や意義を理解させたうえで，本単元に取り組ませたい。 
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音楽科の挑戦問題の実践例について 

音楽科 荒木 真由子 

 

音楽科では，挑戦問題として，授業の中で得た知識やスキルを応用しつつ，使いこなすことを求める

パフォーマンス課題を位置づけ，生徒に取り組ませることで思考・表現力および挑戦心・探求心を身に

つけさせたいと考えている。思考の過程を表現させる課題や，言葉や図，絵などさまざまな方法を自由

に用い，自分なりに考え，表現させる挑戦問題に取り組ませたのでその作品例を紹介する。指導上の留

意点として，学習内容から大きく外れないようにするため，生徒にはそれぞれ次のような評価基準を事

前に提示した。 

１学年 題材 [魔王] 挑戦問題「魔王の POPをつくろう」 

シューベルト作曲の「魔王」を通して，「音楽を形づくっている要素の働きと効果を知覚し，楽曲の雰

囲気や曲想を感じ取ること，詩の内容をよく理解し，場面を想像しながら聴くことができる」というこ

とを目標に授業展開した。生徒には単元末のパフォーマンス課題として，「ＣＤショップの店員さんにな

って，ＰＯＰを作ろう」と提示した。 

＜評価基準について＞ 

・楽曲の中で工夫されているポイント(音楽の要素)を書いている。 

・作曲者について書かれていること。購入する人が，この曲を聴いてみたいと思えるような工夫をして

いる(イラストや色を使う)。 

２学年 題材[アルトリコーダー]挑戦問題 「すてきなメロディーの作曲・演奏に挑戦」 

今回の授業での目標として，「アルトリコーダーの音色や基礎的な奏法に関心をもち，それらを生かし

て演奏する学習に主体的に取り組む」ということを目標に授業展開を行った。 

既習曲の練習からリズムパターンを練習し，挑戦課題として，４分の４拍子・ハ長調で８小節のメロ

ディーを完成させることとした。また，実技テストについては，自らが作曲したものを実技試験とした。 

＜評価基準について＞ 

・４分の４拍子という規則を理解し楽譜を書いている。 

・使用する音符が，２種類以上であること 

・ハ長調という規則を理解し楽譜を書いている。 

３学年 題材  [ブルタバ] 挑戦問題「ブルタバ川を表現してみよう] 

スメタナ作曲の「ブルタバ」を通して，「楽器の音色，旋律の動き，調性の変化,楽器の旋律の組み合わ

せ方，速度の変化や構造を知覚・感受し，標題と結び付けること，また音楽を形づくっている要素や構

造と曲想の関わりを理解して解釈すること」を目標に授業展開した。 

生徒にパフォーマンス課題として，「作曲者スメタナの見ていたブルタバ川はどんな川だったのか，自

分が感じ取った川を表現してみよう」と提示した。 

＜評価基準について＞ 

・各部分の標題が，どのような楽器でどのように表現されているか要素を用いて説明している。 

・作曲者の込めた思いを解釈し，根拠をもって批評している。 

・ブルタバがどんな川だったのか，図や絵を用いて表現している。 
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＜パフォーマンス課題例１＞「魔王の紹介 POP」例１ 
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＜パフォーマンス課題＞「魔王の紹介 POP」例２ 
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＜パフォーマンス課題＞「すてきなメロディーの作曲・演奏に挑戦」

例１ 

 

 

 

例２ 

 

 

例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例３ 
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＜パフォーマンス課題＞「ブルタバ川を表現してみよう」例１ 
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＜パフォーマンス課題＞「ブルタバ川を表現してみよう」例２ 

 

 

 

 

 



 38 

英語科の挑戦問題の実践例について 

英語科 廣澤 良美 

英語科では，授業の中で得た知識や表現を応用し，挑戦問題として AUTHENTICITY のある場面を設

定することで，生徒に挑戦心・探求心を身につけさせたいと考えている。そこで，これまでのＡＬＴとの

インタビューテストやパフォーマンス課題に加え，日本語を理解できない外国に在住する人とのコミュニ

ケーション活動を取り入れ，言いたいことを英語で表現しなければならない状況での課題を段階的に設定

した。その過程を通して英語への関心・意欲を高めるとともに，英語で表現しコミュニケーションするこ

との楽しさを実感できるような取り組みにしている。 

場面設定 第１学年 第２学年 第３学年 

ALT の婚約者を知

る。 

 放課後，代表生徒でテレビ電話(skype)を利用し，ALT

の婚約者(南アフリカ在住者)にインタビュー→外国在

住の人とコミュニケーションする機会を知るとともに

英語の必要性を学ぶ。 

 

 インタビューした生徒たちで婚約者のプロフィールを

作成→他の生徒への関心を高めるとともにリーダーと

して活動させる。 

ALT の結婚や婚約

者を紹介する。 

インタビューした代表生徒たちによるプロフィールを使っての各学年への婚約者紹

介 

He，she，一般動詞三単現 第１学年の既習事項確認 復習と連語表現 

ALTの結婚を祝う。 結婚祝福メッセージとダ

ンスのビデオレター贈答

→お祝いの言葉を知る。 

ほんと？うそ？日本の結婚

に関するクイズで南アフリ

カの結婚と比較「お祝いパ

ーティー」開催→must，

mustn’t，don’t have toを

使ってクイズを作る。結婚

に関する文化の違いを知

る。 

お祝いカード作成→カー

ドの書き方を知る。 

配偶者を学校(狂言

鑑賞)に招待する。 

 

 

 

 

自分たちの学校生活を写

真で紹介→School in the 

USA の紹介を参考に，現

在進行形を使ったり，行事

や授業の様子を説明した

りする。落語や箏・尺八等

自分たちのまちを紹介・狂

言（附子）劇→学校や地域

のこと・呉の名物・観光ス

ポット・ALT夫妻が楽しめ

そうな観光地を案内する。

事前のインタビューから得

代表者が招待状作成 
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の日本文化に触れる機会

があることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た情報をもとに，There 

is(are)～，be famous for

～，enjoy ~ing等既習事項

を使い,写真や実物を見せ

ながら工夫して説明する。 

以前行った A Pot of Poison

（附子）劇のパフォーマン

ステストの高得点者４人が

『附子』を紹介し，午後の

日本語で行われる狂言を楽

しんでもらえるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本文化を紹介→生徒が

紹介したいと挙げた日本

文化を ALTと精選し，実

物や実演を入れて紹介

し，実際に触れたり挑戦

したりして楽しんでもら

う工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

訪問のお礼と情報

をまとめて贈る。 

学校のHP制作→紹介に使

った写真から何枚かを選

び，各自で HP原稿を作成

する。 

パンフレット制作→各自が

担当した紹介をまとめて編

集する。 

冊子制作，礼状→各自が

説明した日本文化につい

てまとめる。手紙の書き

方を理解する。 
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事後の感想・反省を

書く。 

・写真をよく見えるように

して説明できて良かった。 

・色々質問できて良かっ

た。 

・とても緊張した。 

・他の国の話を聞くことが

でき，発表しているときに

はうなずいてくれて良い

経験になった。 

・日本のことを知ってもら

えて良かった。 

・会話できて楽しかった。 

・また来てほしい。 

・聞き取れない部分があっ

たので，聞き取れるように

なりたい。 

・グループで協力して文を

訳したり，考えたり，覚え

たりして紹介できたので良

かった。 

・伝えたいことを自分たち

で英語にするのはとても大

変だったけど，スラスラ発

表できて良かった。当日は

ＡＬＴ夫妻が楽しそうに聞

いてくれてうれしかった。

自分も知らなかった呉の魅

力を発見できた。 

・お勧めの場所へ一人でも

行けるように工夫して文章

を作った。わかりやすいよ

うに間をとりながら紹介し

た。 

・色々と練習を頑張って全

部見ずに言えて良かった

し，楽しかった。 

・英語しかわからない人に

わかりやすく説明するのは

大変だった。良い発音で言

えるか日頃の授業でやって

おけば良かった。 

・日本語がわからない外国

人のために英文を考えて準

備するのは楽しかった。ま

たこういう機会があればい

いと思った。 

・英語で紹介できても，質

問などをされると速くて聞

き取れなかったことがある

ので，もっとどんな文章で

も聞けるよう勉強しようと

思った。 

・外国のことなどたくさん

のことを知る機会にもなっ

た。また来てもらえるなら，

逆に南アフリカの国のこと

を教えてほしい。 

・相手の顔を見ながら話

し，身振り手振りを入れ

て伝えることができた。 

・緊張して目が泳いだり，

文章を思い出すのに間が

あいてしまったり，質問

に答えられなかった。 

・「あなたもやりますか」

と尋ねれば良かった。 

・もっと発音よく説明で

きれば良かった。 

・今の時期に合う内容も

付け加えれば良かった。 
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総合的な学習の時間「落語に挑戦」について 

  第１学年部 

１ はじめに 

今年度，文化庁の芸術家派遣事業により「日本の古典芸能である『落語』に取り組むことを通して，

衣装や小道具に頼らない表現の方法を学び，豊かな表現力を身に付ける」という目的で，県内で活躍

されている熊野町在住の落語家の方に指導して頂いた。「じゅげむ」「動物園」「平林」「つる」の４演

目を５人ずつのグループに別れ，練習を積んだ。生徒全員に発表の場を与え，その日に向けて全員が

落語に取り組んでいった。 

 

２ 日程と内容について 

７月 ４日 「広南寄席」落語鑑賞   

「落語のおもしろさ」について講演 

７月      グループ別実技指導 

９月     実技指導 

１０月     実技指導 

１０月     文化活動発表会 代表者４名による発表 

１０月        小学生の前で発表 

１１月     小坪地域文化祭で発表 

１２月     ふれあいサロンで発表 

１月     くれしん新春爆笑寄席に出演 

 

３ 活動内容 

○文化活動発表会 

 第１学年全員によるオーディションで選ばれた４名による 

発表を実施した。４名とも緊張した面持ちで舞台袖に控えて 

いたが，いざ自分の順番が来ると，堂々とした態度で高座に 

上がり，精一杯の演技をした。 

○絆プロジェクト「小学生との交流」 

朝の会の時間を利用して，６グループに分かれ，小学校１・２・３学年では「じゅげむ」と「動

物園」，４・５・６学年では「平林」と「つる」を演じた。前日まで練習や

準備などにグループごとに意欲的に取り組み，当日中学１年生は，楽しみ

に待っている小学生の姿を見て，気持ちを引き締めて高座に臨んだ。披露

し終えた生徒は小学生の様子を見て，充実感に満ちた表情をしていた。事

後には，小学生からのお礼の手紙に目を通しな

がら，「自信がなかったけれど，頑張ってよかっ

た」と自信を深めたようだった。 

  ○小坪地域文化祭，長浜ふれあいサロン 

   地域の方々の前で落語を披露した。地域の方々の温かい声援を目の当

たりにして，生徒たちは地域の方をより身近に感じることができ，地域

社会の一員としての自分を感じ取ることができた。 

  ○くれしん新春爆笑寄席 

   落語の講師のご好意で，舞台に立つ機会を頂き，学校を代表して 1名が呉市文化ホールの舞台に

立った。 

   取り組み以前は，落語自体を見たことも無い生徒がたくさんおり，自分が演じ切れるか不安だっ

た生徒も多かったが，徐々に文章を覚え，仕草も交えられるようになってくると，だんだん楽しさ

を理解し，取り組む姿勢が変わってきた。自分の発表の場が決まると，授業以外でも練習する生徒

も見られた。それぞれの発表を終えて「楽しかった。やってよかった」と発言する生徒が多くいた。 
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総合的な学習の時間「起業ＰＲＯＪＥＣＴ」について 

第２学年部 

１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

今回の起業プロジェクトに当たり，次のような条件を提示した。 

（１）目 的 

①地域を盛り上げ，地域に貢献する。 

   ②自分たちの将来の進路選択の１つとして起業を経験する。 

（２）具体的な取り組み 

   ①商品については，地域や保護者の方に買ってもらうことを前提に，地域の方の協力を得ながら生徒が 

できるだけ作成する。 

   ②ロゴやキャラクターなどは広南に関係したものを使う。 

   ③簡単な会社組織を立ち上げ，リーダーを中心に全員が何かの役を責任を持ってやりきる。 

   ④実際に起業した方からお話を聞き，起業に向けてのアドバイスをいただく。 

   ⑤キャリアスタートウィークで会社運営に必要なノウハウや実際に商品になりそうなものを学んでくる 

   ⑥利益については全額を寄付する。寄付先については全員で検討する。 

   ⑦昨年の２年生（現３年生）が作製した「ロマンクッキー」は商品の１つとして販売する。 

 

２ 前期の総合的な学習の時間の枠組み 

 

 

 

 

 

起業プロジェクトを行うために，1 学期に，ビブリオトーク運命の本～職業編～を行うことによって，働くこ

との本当の意味を見い出している本を読み，働く意義などを登場人物の人生を通して知り，働くために必要な人

間としての資質とは何かを生徒自身で考える。次に，キャリアスタートウイークの活動を通して，働くことの厳

しさ，他者のために自分がどのように動くのかを実体験する。これらの知識や経験を生かし，地域のために自分

たちにできることは何かを考え，学級で討議しながら文化活動発表会での販売活動に向けて企画し実践していく

流れとした。1 学期の総合的な学習の時間の活動を縦に統合的につなげ，また，仲間と共に協働的に取り組める

よう横のつながりを意識した。 

 

３ 日程と内容について 

４月 起業プロジェクトに向けたオリエンテーション・ビブリオトーク準備 

５月 ビブリオトーク準備 

６月 キャリアスタートウイーク準備等 

７月４日 ビブリオトーク発表会・取締役員投票 

７月７日 起業家に学ぶ  取締役会会議 会社名・キャラクター選考・商品選考 

８月２０日～２６日 キャリアスタートウィーク 

①起業するための心構えやノウハウを学ぶ 

  ビブリオトーク運命の本～職業編～ 

  起業家に学ぼう 

  キャリアスタートウイーク 

 

②起業するための実際の商品の準備や販売準備 

 日本文化講座＜製作活動＞ 

 ＨＭⅡ活動＜出資金プレゼン・販売プレゼン等準備＞ 

 

今年度の総合的な学習の時間のテーマは「未知の世界を生き抜く力 ～知る つながる 貢献する～」となっ

ている。「未知の世界」をキーワードに，今までにない挑戦をしていくために，いろいろな情報を「知る」，仲

間や地域と「つながる」，そして，地域や社会に「貢献する」態度を養う。 

２学年では，総合学習のメインとして，２学期に起業プロジェクトを立ち上げ，地域に貢献するための「起

業」を行うこととする。夏休みの職場体験学習の貴重な経験や知識を基にして，２学期の起業プロジェクトに

取り組む。 
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８月 取締役会会議・学年組織編成・製品材料買付・もくりんさんデザイン化 

 出資金プレゼン準備 

９月 出資金プレゼン（広南小学校・広南中学校），広報活動（地域回覧板・チラシ作

成），日本文化講座 8 回  製品作成・クッキー・ちりめん細工発注 

もくりんさんしおり作成 

１０月 値段決定・販売ブース作成・販売練習・釣り銭準備等・販売プレゼン準備 

１０月１７日 文化活動発表会 販売 

その後 集計・募金 

 

４ ＨＭⅡの学級組織の編成 

取締役を決め,販売をするために必要な仕事や役割を考えさせ,担当を決めた。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

仕事を＜商品作成＞と＜担当グループ＞の二つの柱に分けるが，それぞれの部署に全員を配置するように

した。取締役がそれぞれの担当部署に所属し，それぞれの所属は別の責任者を立て，学級の半数の人数がそ

れぞれの担当部署の責任者になるよう配置した。 

 

５ 会計について 

  出資金 ￥82,000  当日売り上げ￥116,300  経費￥156,222（材料費・出資金返金等）  

  ドイツ平和村・台風 18号東日本災害へ寄付  ￥42,078   

 

６ 生徒の振り返りより～抜粋～ 

○夏休みから活動を開始して，キャラクターを作ったりプレゼンの準備をしたりすることが大変だったけど，や

り遂げて達成感も味わうことができました。 

○木工グループや裁縫グループ，総合グループなどそれぞれの部署にわかれ準備をし，皆で協力して取り組めた

と思います。 

○販売ブースで売れなかった商品も急遽食事コーナーに持っていって売ることになり，完売できてほっとしまし

た。でも自分たちが作ったものを買ってもらえて良かったです。 

○地域の人に教えてもらった裁縫や木工づくりなどで，僕たちが一生懸命作ったり売ったりして，地域の人に買

ってもらって，地域の町おこしのために行った起業企画でしたが，僕たちが地域の人とつながれて良かったな

あと思いました。 

○キャリアスタートウイークで学んだ接客の仕方などを生かせて良かった。 

○販売の係では接客マニュアルなどを作ったり接客の練習をしたりして大変でしたが，楽しく活動できました。

お金を自分たちだけで扱うことで緊張もしたけど，責任を持って仕事をすることができました。 

○起業企画を行うことで，皆とよりいっそう仲良くなれたと思いました。 

＜取締役会＞ 社長（広報）  副社長（販売）  財務担当  広報担当  販売担当 

 

＜商品作成＞ 日本文化講座で製作する 

裁縫グループ 代表  副代表 

仕事・制作 宣伝内容・製品管理・材料調達・価格決定 

木工グループ 代表  副代表 

仕事・制作 宣伝内容・製品管理・材料調達・価格決定 

総合グループ  

ちりめん 印刷物の作成 価格設定  

宣伝内容づくり 製品安全管理 材料調達 

クッキー クッキーの仕入れ シールづくり，シール貼 

り 箱詰め計画 製品安全管理 材料調達 

＜担当グループ＞ 

財務 責任者 

資金管理 出資確認書づくり  

出納簿管理 

宣伝 責任者 

パンフレット作り チラシ作成 

生産 店舗レイアウト  

商品配置 販売員振り分け  

価格設定・値札作り 
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総合的な学習の時間「絆プロジェクト」 

第２学年部 

１ 取組の概要 

 

広島国際大学薬学部の先生・学生さんの協力による 異年齢・同世代の仲間集団による学び合い 

    「大学生のお兄さん・お姉さん先生から学び，先生になって小学生に伝えよう！」         

  

この活動は，８年生が「大学生のお兄さん・お姉さんから学び，それを小学生に伝えよう！」という活

動で，自分たちが習ったことを自分の中で消化吸収し，それをわかりやすく３年生に伝えるという活動で

ある。中学生は先生である大学生から学ぶ場面では「生徒」であるが，小学生に教える場面では「先生」

になり，1人で両方の立場を経験することになる。教員が教えるのではなく，生徒主導の活動とすることで

「大学生から教わり，小学生に教える中学生」も，「中学生から教わる小学生」も，共に健康意識が高まる

ことを目的とする。 

 

２ 具体的な実践 

   中学生が大学生から「衛生」について学ぶ（風邪などの感染症予防の観点から） 

・どうして「手洗い・マスク・うがい」をすることが感染症予防においては必要なのか？ 

・正しい手洗いの仕方について教えてもらう 

準備物 ブラックライト機器６台・ローション・石鹸・ごみ箱・キッチンペーパー 

初めにローションをつけて，水道でいつも通りの手洗いをする。その後，汚れの落ち具合を観  

察するために，各自がブラックライトを当てて確認する。プリントに記入する。汚れが残ってい

る所を全員で確認する。その後，それを落とすために正しい手洗いを教えてもらう。その後その

やり方で手洗いをし，ブラックライトで確認する。 

   ・正しいマスクの付け方，うがいの仕方を教えてもらう。 

   ・事前に「風邪予防のためのクイズ」など， 

     小学生へどう伝えるかを考え，練習し，最終的に３年生を招待し，２時間で自分たちの学びを伝 

える。 

 

★事前事後を含めた効果を調べるためにプリテスト・ポストテスト・フォローアップテストを行い，また

行動変容について調べるため，行動指標をとる。８年生・３年生の自己評定と教員による他者評定の二

本立てで行う。学年末までかけて，効果の検証を行う事にしている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回目の取組が 

中国新聞 呉・東広島版へ掲載 

されました。 

大学生による指導を受けました。 

大学生に入ってもらい，小学生への分か

りやすい伝え方について考えました。 
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総合的な学習の時間「世界貢献ＰＲＯＪＥＣＴ」について 

第３学年部 

１  はじめに 
よりよい世界づくりに向け，日本赤十字社から学んだことをもとに自分たちができる世界貢献に

ついて提言する創作劇づくりを通して，社会の担い手としての挑戦心と使命感を高めることを目的
として取り組んだ。 

 

２  日程と内容について 

６月 
青少年赤十字活動加入 

 今年度の生徒総会で「青少年赤十字活動」へ加入することを決議し，加入。 

７月３日 

道徳「海と空―樫野の人々―」学習 

世界の中日本人としての自覚を持ち，国際的視野に立って，世界の平和と人類の幸

福に貢献するために必要なことはなにかを考えた。 

７月７日 

日本赤十字社ゲストティーチャー招聘 

「世界貢献をしている人に学ぶ」と題し，

日本赤十字社の職員の方から赤十字創設の経

緯や旗の種類，旗に記されているマークや模

様の意味，活動内容について学んだ。 

７月中旬 

アイディア・ストーミング 

赤十字社から学んだことを，どのような形で発信するかについて議論した。道徳の

時間で学習した「海と空―樫野の人々―」から，日本人のイラン脱出とエルトゥール

ル号海難事故を題材にした創作劇で発信することに決まった。その中で，「戦争体験の

無い自分たちが，戦争について伝えることは難しい」ことが話題になった。 

８月中旬 
原案「太陽と月のありがとうの物語」完成 

群読開始 

８月 26 日 

呉原爆被爆者友の会招聘 

 アイディアストーミングでの「戦争体験」

を受け，語り部の方々から直接，被爆体験に

ついて学ぶ機会を設定した。「単に『戦争』の

無いことが『平和』というわけではない」と

いうことを学んだ。 

９月 
脚本「太陽と月のありがとうの物語」完成 

配役決定・練習開始 

10月 17日 

文化活動発表会で創作劇「太陽と月

のありがとうの物語」を発表 

世界貢献には特別な物でなく，相手

を思いやる優しさが大切であるこ

とを地域の方々や保護者，１・２年

生に発信した。 

３ 【単元終了後の生徒の振り返りより】 
・毎年恒例となった創作劇では，最初は上手くいくのかとても不安でした。しかし，エルトゥール
ル号海難事故を発端としたトルコと日本の友好関係の物語をみんなに伝えることができて良かっ
たし，演じていてとても感動しました。その時の緊張した気持ちや感動が今でも昨日のことのよ
うに思い出されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究同人】（平成２７～平成２８年） 

 

若本 正    福田 眞二   岩城 祥子   浦上 晋次   裏山 富美子 

海切 健次   澤井 一郎   荒木 真由子  濱本 暢昭   廣澤 良美 

木下 博之   亀樋 裕子   塚本 千都世  荒井 朋美   木村 光子 

佐々木 孝之  杉山 佳子   湊 里香 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「すべて創造は忽然と生まれるものではなく， 

必ず過去の文化に胚胎して生まれるものであります」 

（長浜郷土誌 長浜小 新村利一） 

 

生徒のワークシートより 


